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サ
タ
ケ
光
選
別
機
ピ
カ
選
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ

　
サ
タ
ケ
の
「
光
選
別
機
　

ピ
カ
選
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
は
農

家
や
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
い

っ
た
生
産
地
に
お
け
る
籾
収

も
み

穫
後
の
調
整
工
程
や
、
消
費

地
に
近
い
精
米
工
場
で
の
不

良
粒
や
異
物
除
去
工
程
に
お

い
て
使
用
さ
れ
る
装
置
で
あ

る
。
近
年
、
食
の
安
全
・
安

心
に
対
す
る
生
活
者
の
関
心

や
要
望
が
高
く
な
り
、
変
色

粒
や
異
物
混
入
の
な
い
奇
麗

で
お
い
し
い
米
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
選
別

機
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ

た
。

　
そ
こ
で
、
安
全
性
１
０
０

％
を
目
標
に
掲
げ
、
高
性
能

化
、
低
価
格
化
、
ユ
ー
ザ
ビ

リ
テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
開
発

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結

果
、
従
来
機
よ
り
も
処
理
能

力
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

％
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現

す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
満

足
度
を
高
め
て
い
る
。

　
う
る
ち
玄
米
、
う
る
ち
白

米
、
も
ち
玄
米
、
も
ち
白
米

の
選
別
向
上
を
目
指
し
て
、

フ
ル
カ
ラ
ー
電
荷
結
合
素
子

Ｃ
Ｃ
Ｄ

カ
メ
ラ
と
近
赤

外
線
カ
メ
ラ
を
一
体
化
し
た

高
性
能
・
画
像
処
理
カ
メ
ラ

ユ
ニ
ッ
ト
を
搭
載
し
て
い

る
。
フ
ル
カ
ラ
ー
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ

メ
ラ
は
光
の
三
原
色
で
あ
る

赤
・
緑
・
青
の
情
報
を
取
り

込
み
、
良
品
・
不
良
品
の
色

が
多
岐
に
わ
た
る
場
合
や
、

色
合
い
差
が
小
さ
い
場
合
も

高
精
度
な
選
別
を
可
能
に
す

る
。
近
赤
外
線
カ
メ
ラ
は
原

料
中
に
混
入
し
て
い
る
良
品

と
同
色
の
異
物

樹
脂
、

石
、
ガ
ラ
ス
な
ど

を
選
別

除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
光
学
系
の
光
源
と
し
て
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

と
冷
陰
極
管

Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ

を
採
用
す
る
こ
と
で
、
分
解

能
０
・

×
０
・

、
ス
キ
ャ
ン
レ
ー
ト
１
万

２
０
０
０

を
実
現
し
、
微

小
な
点
や
微
妙
な
色
差
の
検

出
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
胚
芽
残
存
粒
や

は
い
が

活
青
粒
の
選
別
精
度
が
高
ま

り
、
モ
ノ
ク
ロ
選
別
と
比
べ

て
歩
留
ま
り
を
大
幅
に
向
上

さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
フ
ル
カ
ラ
ー
カ
メ

ラ
で
と
ら
え
た
画
像
の
画
質

を
自
動
で
調
整
す
る
自
動
画

像
調
節
機
能
も
搭
載
。
外
気

温
や
室
温
の
変
化
な
ど
に
左

右
さ
れ
ず
、
常
に
最
適
な
画

質
を
維
持
す
る
。
処
理
能
力

は
原
料
中
の
不
良
品
混
入
率

に
よ
っ
て
異
な
り
、
玄
米
で

１
時
間
当
た
り
０
・
４

―

２
・
６

、
白
米
で
１
時
間

当
た
り
０
・
４

―
２
・
９

を
達
成
し
て
い
る
。

　
選
別
工
程
は
１
次
と
２
次

の
２
段
階
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
１
次
選
別
に
お
い
て
は

電
磁
フ
ィ
ー
ダ
ー
で
流
量
制

御
さ
れ
た
投
入
原
料
を

度

に
傾
斜
配
置
さ
せ
た
幅
１
５

０

の
平
シ
ュ
ー
ト
内
に

落
下
さ
せ
、
光
学
ユ
ニ
ッ
ト

で
不
良
品
・
異
物
を
エ
ア
噴

射
に
よ
り
除
去
し
、
選
別
ホ

ッ
パ
ー
で
良
品
と
不
良
品
に

選
別
す
る
。
続
い
て
２
次
選

別
に
お
い
て
は
１
次
で
不
良

品
と
さ
れ
た
原
料
を
昇
降
機

で
搬
送
し
、
幅

の
Ｕ

溝
シ
ュ
ー
ト
で
１
列
に
配
列

さ
せ
、
同
様
の
処
理
を
繰
り

返
す
。

　
光
学
ユ
ニ
ッ
ト
、
選
別
ホ

ッ
パ
ー
に
は
専
用
工
具
を
必

要
と
し
な
い
開
閉
機
構
や
脱

着
構
造
を
採
用
し
、
日
常
の

保
守
・
点
検
作
業
に
一
定
の

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
操

作
画
面
は
指
先
で
画
面
ス
ク

ロ
ー
ル
で
き
る
カ
ラ
ー
液
晶

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
採
用
し
、

ス
ム
ー
ズ
で
直
感
的
な
操
作

が
可
能
な
Ｇ
Ｕ
Ｉ
を
実
現
し

て
い
る
。
感
度
調
整
や
異
常

履
歴
の
確
認
、
噴
射
回
数
の

表
示
を
は
じ
め
と
し
て
、
初

心
者
で
も
違
和
感
の
な
い
操

作
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
同
製
品
は
高
分
解
能
、
フ

ル
カ
ラ
ー
、
近
赤
外
仕
様
を

実
現
し
、
処
理
能
力
の
高
さ

と
価
格
と
い
う
観
点
で
大
き

な
競
争
力
を
有
し
て
い
る
。

生
産
財
デ
ザ
イ
ン
に
美
的
ユ

ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
満
た
す

Ｇ
Ｕ
Ｉ
を
実
現
し
た
点
も
高

く
評
価
で
き
る
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
大
麦
小
麦
雑
穀
種
子

籾
赤
米
黒
米
へ
の
対
応
、

小
麦
・
大
麦
カ
ビ
粒
や
籾
の

稲
こ
う
じ
病
粒
除
去
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
へ
の
対

応

に
よ
り
、
識
別
能
力
や

適
用
範
囲
は
大
幅
に
拡
大

し
、
国
内
外
を
含
め
た
新
た

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓
で
き

る
と
判
断
す
る
。
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ム
ラ
タ
溶
研
水
平
自
動
溶
接
装
置
Ｍ
Ｓ
Ｗ
―
Ｌ
Ｍ
　
ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

　
ム
ラ
タ
溶
研
の
「
水
平
自

動
溶
接
装
置
　
Ｍ
Ｓ
Ｗ
―
Ｌ

Ｍ
　
ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
」
は
、

金
属
シ
ー
ト
の
端
面
同
士
を

突
き
合
わ
せ
て
溶
接
す
る
円

筒
溶
接
専
用
機
で
あ
る
。
従

来
困
難
と
さ
れ
て
い
た
各
種

要
因
を
詳
細
に
わ
た
っ
て
克

服
し
、
作
業
熟
練
度
に
依
存

し
な
い
製
品
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。
初
心
者
や
パ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
で
も
簡
単
に
操
作
可

能
で
、
高
い
作
業
効
率
を
実

現
す
る
こ
と
か
ら
、
独
自
の

技
術
開
発
力
は
高
い
こ
と
を

裏
付
け
る
。

　
溶
接
対
象
と
な
る
ワ
ー
ク

の
材
質
は
ス
テ
ン
レ
ス
、

銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
チ
タ

ン
。
ワ
ー
ク
板
厚
は
０
・
２

―
０
・
６

、
ワ
ー
ク

外
径
は
直
径

以
上

で
、
最
大
溶
接
長
は
１
６
０

０

で
あ
る
。

　
熱
歪
み
や
熱
膨
張
に
よ
る

ひ
ず

変
形
を
回
避
し
て
高
品
質
な

溶
接
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
溶
接
個
所
に
お
け
る
確

実
な
ワ
ー
ク
の
把
持

ク
ラ

ン
プ

が
必
要
と
な
る
。
そ

こ
で
、
ワ
ー
ク
を
押
さ
え
る

ク
ラ
ン
プ
部
の
動
力
に
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
ー
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
従
来
の
バ
ネ
駆
動
だ

け
で
は
隙
間
が
生
じ
て
難
し

か
っ
た
ワ
ー
ク
の
確
実
な
押

さ
え
を
実
現
。
ワ
ー
ク
の
厚

さ
に
応
じ
て
加
圧
を
制
御
す

る
歪
み
や
凹
み
が
生
じ
に
く

く
、
高
品
質
な
溶
接
が
可
能

と
な
る
。
バ
ネ
も
併
用
す
る

こ
と
で
効
果
を
高
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
プ

レ
ー
ト
機
構
を
採
用
す
る
こ

と
で
熟
練
度
を
必
要
と
せ
ず

に
ワ
ー
ク
の
確
実
な
突
き
合

わ
せ
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
従
来
比
２
―
３
倍
で
プ
ラ

ズ
マ
気
流
を
早
め
て
ア
ー
ク

に
作
用
す
る
電
磁
力
と
磁
界

を
強
化
し
た
狭
窄
ノ
ズ
ル

き
ょ
う
さ
く

を
新
た
に
開
発
し
た
こ
と

で
、
ア
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

密
度
や
指
向
性
、
直
進
性
が

向
上
。
溶
接
速
度
が
毎
分
１

０
０
０

―
７
０
０
０

と
従
来
比
５
―

倍
の
速
さ

を
実
現
し
て
い
る
。

　
溶
接
の
前
後
工
程
と
な
る

ワ
ー
ク
搬
入
出
は
、
薄
板
で

あ
る
た
め
に
困
難
さ
を
伴

う
。
そ
こ
で
、
ワ
ー
ク
を
マ

ン
ド
レ
ル
心
棒
の
全
幅
に

わ
た
っ
て
出
し
入
れ
可
能
と

す
る
構
造
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
ワ
ー
ク
を
傷
つ
け
る
心

配
が
な
く
な
る
。
左
右
ど
ち

ら
か
ら
で
も
作
業
で
き
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
、
足
元
の
ワ

ー
ク
を
ク
ラ
ン
プ
す
る
た
め

の
テ
ー
プ
ス
イ
ッ
チ
も
左
右

両
方
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
回
転
式
ア
ー
ム
に
設
置
さ

れ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
は
、

溶
接
作
業
の
開
始
・
終
了
位

置
や
溶
接
電
流
、
周
波
数
、

速
度
制
御
な
ど
を
設
定
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
群
と
、
ワ
ー

ク
の
設
置
状
態
や
溶
接
状
況

を
監
視
す
る
電
荷
結
合
素
子

Ｃ
Ｃ
Ｄ

カ
メ
ラ
画
像
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
操
作
性

と
安
全
性
に
配
慮
し
た
Ｇ
Ｕ

Ｉ
を
実
現
し
て
い
る
。
溶
接

条
件
も
１
０
０
件
ま
で
記
憶

で
き
る
た
め
、
以
前
加
工
し

た
ワ
ー
ク
の
リ
ピ
ー
ト
時
に

も
同
一
の
品
質
で
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
機
械
本
体
に
装
備

さ
れ
た
各
種
ス
イ
ッ
チ
類
は

操
作
手
順
に
沿
っ
た
ボ
タ
ン

が
順
次
点
灯
し
て
い
く
方
式

を
採
用
し
て
お
り
、
一
連
の

動
作
誘
導
に
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン

ス
的
威
力
を
発
揮
し
て
い

る
。

　
本
体
に
イ
ン
バ
ー
タ
ー
Ｔ

Ｉ
Ｇ

タ
ン
グ
ス
テ
ン
イ
ナ

ー
ト
ガ
ス

溶
接
電
源
、
ガ

ス
、
ワ
イ
ヤ
も
組
み
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
筒
水

平
溶
接
に
必
要
な
全
て
の
要

素
を
搭
載
し
て
い
る
と
言
え

る
。
搬
送
先
に
設
置
し
た
そ

の
日
か
ら
作
業
が
開
始
可
能

で
、
円
筒
水
平
溶
接
を
行
う

こ
と
に
特
化
し
た
シ
ン
プ
ル

で
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
有

し
て
い
る
。
大
胆
な
ツ
ー
ト

ー
ン
カ
ラ
ー
は
可
動
部
を
イ

エ
ロ
ー
に
塗
り
分
け
て
安
全

性
に
対
応
し
て
い
る
。

　
技
術
開
発
を
生
命
線
と
す

る
明
快
な
企
業
理
念
が
意
欲

的
な
開
発
姿
勢
を
反
映
し
、

高
品
質
溶
接
、
簡
易
操
作
、

安
全
性
に
配
慮
し
て
い
る
こ

と
が
見
受
け
ら
れ
、
製
品
の

信
頼
性
獲
得
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。
溶
接
能
率
が
低

い
と
さ
れ
る
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
の

短
所
を
克
服
し
て
溶
接
金
属

の
曲
げ
延
性
向
上
に
も
成
功

し
て
お
り
、
生
産
性
向
上
と

コ
ス
ト
削
減
に
貢
献
す
る
溶

接
機
と
し
て
、
今
後
の
普
及

が
多
い
に
期
待
で
き
る
。
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